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前
号
会
報
に
も
会
長
が
強
調
致
し

ま
し
た
山
桜
会
の
年
会
費
制
導
入
に

つ
い
て
、
そ
の
後
更
に
検
討
を
重
ね

ま
し
た
結
果
、
少
子
化
に
伴
う
収
入

の
減
少
と
、
今
後
の
山
桜
会
の
更
な

る
積
極
的
活
動
に
は
導
入
は
不
可
欠

で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
、
去
る
平

成
１４
年
１０
月
１２
日
の
理
事
会
に
於
い

て
、
下
記
の
「
山
桜
会
会
費
規
約
」、

及
び
会
費
導
入
に
伴
う
「
会
則
改
正

案
」
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

山
桜
会
会
則
第
２３
条
に
よ
り
、
会

則
の
改
正
に
は
総
会
に
於
け
る
承
認

が
必
要
と
な
る
た
め
、
来
る
平
成
１５

年
１
月
１８
日
（
土
）、
新
年
会
の
前

に
臨
時
総
会
を
開
催
致
し
ま
す
。
会

費
規
約
、
会
則
改
正
案
を
ご
熟
読
の

う
え
、
臨
時
総
会
に
は
必
ず
ご
出
席

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。
引
き
続
き
開
催
さ
れ
ま
す
新
年

会
に
も
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

第
１
条
（
目
的
）

本
規
定
は
、
追
手
門
学
院
校
友
会
　

山
桜
会
（
以
下
「
山
桜
会
」
と
い

う
）
会
則
第
６
条
に
定
め
る
会
費

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
定
め

る
。

第
２
条
（
適
用
範
囲
）

こ
の
規
約
の
適
用
を
受
け
る
も
の

は
、
会
則
第
５
条
１
号
に
定
め
る

正
会
員
（
以
下
「
１
号
正
会
員
」

と
い
う
）
お
よ
び
同
条
３
号
に
定

め
る
正
会
員
（
以
下
「
３
号
正
会

員
」
と
い
う
）
と
す
る
。

第
３
条
（
入
会
費
）

１
号
正
会
員
は
、
入
会
費
と
し
て

卒
業
時
金
３
０
、０
０
０
円
を
納

付
す
る
。

３
号
正
会
員
は
、
入
会
費
と
し
て

そ
の
資
格
を
得
た
後
速
や
か
に
金

３
０
、０
０
０
円
を
納
付
す
る
。

第
４
条
（
年
会
費
）

１
号
正
会
員
お
よ
び
３
号
正
会
員

の
う
ち
、
４
月
１
日
を
基
準
日
と

し
て
満
２３
歳
以
上
の
者
は
毎
年
１

回
年
会
費
と
し
て
金
３
、０
０
０

円
を
納
付
す
る
。

Ⅱ
前
項
に
か
か
わ
ら
ず
、
や
む
を

え
な
い
事
由
に
つ
き
理
事
会
の
承

認
が
あ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は

な
い
。

第
５
条
（
納
入
方
法
）

第
３
条
お
よ
び
第
４
条
に
定
め
る

会
費
の
納
入
手
続
、
納
入
時
期
に

つ
い
て
は
、
会
長
が
定
め
る
。

第
６
条
（
規
約
の
改
廃
）

本
規
約
の
制
定
及
び
改
廃
は
、
理

事
会
の
承
認
を
要
す
る
。

第
７
条
（
附
則
）

本
規
約
は
山
桜
会
会
則
の
変
更
を

条
件
と
し
て
平
成
１５
年
１
月
１８
日

よ
り
適
用
す
る
。

以
　
上

臨
時
総
会
の 

　
　
開
催
に
つ
い
て 
臨
時
総
会
の 

　
　
開
催
に
つ
い
て 

副
会
長
　
秋
山
　
陽
彦 

追
手
門
学
院
校
友
会
山
桜
会
会
費
規
約（
案
） 

会則新旧対照表（案） （変更箇所＿＿＿）

変　更　前 変　更　後

第3章　会　員
第5条
本会会員を分けて特別会員正会員と
する。
1.卒業者を正会員とする。
2.教員ならびに旧教員を特別会員と
する。
3.中途退学者については、理事会の
承認を経て正会員とすることができ
る。

第6条
正会員は、卒業時に終身会費を納入
する。その額は理事会で決定する。
理事会の承認を経て正会員となった
者の会費は、理事会で定める。

第7章　附　則
第24条
この改正会則は平成12年5月28日よ
り実施する。

第3章　会　員
第5条
（省略）

第6条
前条1号および3号の正会員は、入会
費および年会費を納入する。
Ⅱ前項の内容については理事会で決
定する。

第7章　附　則
第24条
この改正会則は平成15年1月18日よ
り実施する。

私
は
平
成
十
四
年
八
月
三
十
一
日
付
を
も

っ
て
、追
手
門
学
院
小
学
校
校
長
を
退
任
し
、

同
年
九
月
一
日
付
で
追
手
門
学
院
常
務
理
事

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
長
い
間
お
世
話
に

な
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

年
度
途
中
に
校
長
退
任
と
い
う
事
で
特
に

小
学
校
関
係
者
の
皆
様
方
に
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
致
し
申
し
訳
な
く
お
詫
び
の
気
持
ち

で
一
杯
で
す
。
こ
の
事
は
新
理
事
会
発
足
に

於
い
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
受
け

と
め
て
い
た
だ
き
伊
勢
田
新
校
長
先
生
の
も

と
新
体
制
が
確
立
さ
れ
、
二
学
期
の
教
育
活

動
が
順
調
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
有
り

難
く
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

山
桜
会
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

も
突
然
の
出
来
事
で
驚
か
れ
た
事
と
存
じ
ま

す
。
ご
心
配
も
お
か
け
致
し
、
申
し
訳
な
く

存
じ
て
お
り
ま
す
。
川
原
会
長
様
は
じ
め
理

事
、
評
議
員
そ
し
て
多
く
の
会
員
の
皆
様
方

に
は
在
任
中
数
々
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
事
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
学
院
発
展
の
た

め
力
を
尽
く
す
所
在
で
あ
り
ま
す
。
立
場
が

変
わ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
通
り
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
一
年
公
立
に
勤
務
し
縁
あ
っ
て
昭
和

四
十
一
年
四
月
に
追
手
門
学
院
小
学
部
に
着

任
致
し
ま
し
た
。
大
阪
偕
行
社
付
属
小
学
校

の
名
声
は
聞
き
知
っ
て
お
り
ま
し
た
が
ま
さ

か
自
分
が
そ
の
学
校
に
奉
職
す
る
等
想
像
だ

に
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
も
っ
て
縁

の
不
思
議
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

着
任
当
初
、
若
き
林
校
長
先
生
の
も
と
古

武
士
の
よ
う
な
先
生
方
が
ず
ら
り
と
お
ら
れ

威
厳
に
満
ち
た
重
々
し
い
空
気
に
圧
倒
さ
れ

た
事
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
画
期
的
な
教
科

担
任
体
制
の
一
員
と
し
て
七
十
九
期
生
五
年

い
組
の
担
任
に
任
じ
ら
れ
三
ク
ラ
ス
の
社
会

と
体
育
を
受
け
も
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
五
年
担
任
、
情
熱
を
も
っ
て
ス
タ

ー
ト
し
た
事
当
時
の
子
供
達
と
の
ぶ
つ
か
り

あ
い
、
強
い
印
象
と
し
て
胸
を
締
め
つ
け
て

い
ま
す
。
私
の
教
師
生
活
の
原
点
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
以
後
、
担
任
と
し
て
多
く
の
子

供
達
と
か
か
わ
り
を
も
ち
指
導
に
励
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
三
十
七
年
間
、
子
供
達
、
今

は
山
桜
会
員
と
な
ら
れ
た
多
く
の
皆
さ
ん
と

喜
び
や
悲
し
み
を
共
に
し
多
く
の
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
私
自
身

の
成
長
に
大
き
な
力
を
与
え
て
く
れ
た
事
で

あ
り
改
め
て
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
深
く
感
謝

す
る
と
こ
ろ
で
す
。
又
皆
さ
ん
が
社
会
の
中

で
す
ば
ら
し
い
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
事
、
大

変
う
れ
し
く
私
の
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で

す
。追

手
門
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
結
束
を
大
に

し
、
益
々
山
桜
会
が
発
展
さ
れ
ん
事
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

平
成
１４
年
１１
月
２
日
土
曜
日
午
前
１１
時
半

よ
り
「
川
人
公
一
先
生
を
囲
む
会
」
が
大
阪

帝
国
ホ
テ
ル
孔
雀
の
間
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

川
人
先
生
は
昭
和
４１
年
追
手
門
学
院
小
学

部
に
奉
職
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
６２
年
学
校
法

人
追
手
門
学
院
評
議
員
、
昭
和
６３
年
追
手
門

学
院
小
学
校
教
頭
、
平
成
４
年
４
月
追
手
門

学
院
小
学
校
校
長
に
御
就
任
、
以
来
本
年
ま

で
１１
期
に
亘
り
小
学
校
長
を
つ
と
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
間
学
校
法
人
追
手
門
学
院
理
事
、

大
阪
府
私
立
小
学
校
連
合
会
理
事
、
西
日
本

私
立
小
学
校
連
合
会
理
事
を
勤
め
ら
れ
平
成

８
年
に
は
西
日
本
私
立
小
学
校
連
合
会
永
年

勤
続
表
彰
、
平
成
１３
年
５
月
に
は
大
阪
府
知

事
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

本
年
、
川
人
先
生
は
学
校
法
人
追
手
門
学

院
の
常
務
理
事
就
任
に
伴
い
小
学
校
長
を
退

任
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
１１４
期
Ｐ
Ｔ
Ａ
実
行
委
員
会
は
退
任

さ
れ
た
川
人
先
生
に
永
年
の
功
績
を
た
た
え
、
又
、
今

後
の
御
活
躍
を
御
祈
念
す
る
た
め
に
「
囲
む
会
」
を
開

催
す
る
事
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

川
人
先
生
が
学
校
長
在
任
中
の
全
Ｐ
Ｔ
Ａ
実
行
委
員

会
の
会
長
、
副
会
長
、
伊
勢
田
校
長
先
生
、
瀬
崎
教
頭

先
生
に
発
起
人
に
な
っ
て
い
た
だ
き
発
起
人
会
が
発
足

し
ま
し
た
。
そ
し
て
発
起
人
会
の
委
託
を
請
け
Ｐ
Ｔ
Ａ

１１３
期
、
１１４
期
実
行
委
員
会
と
現
役
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
者
、
伊

勢
田
校
長
先
生
、
瀬
崎
教
頭
先
生
、
津
田
総
務
部
長
、

野
出
事
務
長
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
が
発
足
し
開
会

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
５３４
名
の
参
加
者
が
あ
り
川
人
先
生
ご
夫
妻
を

囲
み
大
変
和
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

小
学
校
の
元
保
護
者
で
あ
ら
れ
る
音
羽
流
三
代
目
家

元
音
羽
菊
蔵
様
の
御
祝
儀
舞
「
三
番
叟
」
の
御
披
露
を

い
た
だ
き
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
会
を
通
し
て
小
学

校
教
諭
杉
田
圭
一
様
の
指
揮
の
下
、
大
阪
ハ
イ
ド
ン
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
の
皆
様
１３
名
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
ク

ラ
シ
ッ
ク
・
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
演
奏
が
会
場
の
雰
囲

気
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
も
幼
稚
園
関
係
の
御
来
賓
、
山
桜
会
役
員
・

会
員
の
皆
様
、
元
教
職
員
の
皆
様
、
現
役
教
職
員
の
皆

様
、
元
保
護
者
の
皆
様
、
現
役
保
護
者
の
皆
様
が
川
人

先
生
の
お
人
柄
に
よ
り
自
然
と
お
集
ま
り
に
な
り
ま
し

た
。
先
生
が
担
任
さ
れ
た
７９
期
、
８５
期
か
ら
９６
期
の
皆

様
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
３５
年
前
、
１８
年
前
の
６
年
生
達

が
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
や
日
記
を
持
参
さ
れ
、
先
生
を

囲
ん
で
本
当
に
当
時
に
戻
っ
た
よ
う
な
不
思
議
な
空
間

と
な
り
ま
し
た
。

全
体
の
進
行
は
小
学
校
７８
期
生
で
１１２
期
Ｐ
Ｔ
Ａ
実
行

委
員
で
も
あ
る
浅
井
知
子
さ
ん
の
司
会
で
進
行
さ
れ
ま

し
た
。

１１２
期
Ｐ
Ｔ
Ａ
加
藤
信
次
会
長
、
追
手
門
学
院
小
学
校

伊
勢
田
校
長
先
生
が
発
起
人
代
表
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

伊
勢
田
校
長
先
生
か
ら
は
若
き
川
人
先
生
の
文
化
祭
に

於
い
て
現
在
も
続
い
て
い
る
先
生
方
の
劇
発
表
に
関
す

る
隠
れ
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
披
露
さ
れ
驚
き
と
笑
顔

が
場
内
に
広
が
っ
て
行
き
ま
し
た
。

そ
の
後
に
は
、
１１
期
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
１１
人
全
員
が
登

壇
し
１０８
期
大
楠
善
彦
会
長
の
発
声
に
よ
り
、
参
会
者
の

皆
様
と
共
に
乾
杯
を
行
い
ま
し
た
。

乾
杯
の
後
は
お
食
事
が
ス
タ
ー
ト
し
ご
歓
談
の
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
川
人
先
生
ご
夫
妻
は
５０
テ
ー
ブ

ル
あ
る
全
参
加
者
の
お
席
を
す
べ
て
廻
ら
れ
、
懐
か
し

い
方
々
や
お
別
れ
を
惜
し
む
皆
様
と
親
し
く
交
流
さ
れ

ま
し
た
。

参
会
者
全
員
か
ら
の
記
念
品
贈
呈
な
ど
会
は
進
行
し

て
ゆ
き
、
川
人
先
生
ご
夫
妻
が
壇
上
に
上
が
ら
れ
先
生

か
ら
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
は
ご
挨
拶

の
最
初
の
お
言
葉
で
感
極
ま
れ
、
眼
に
涙
を
た
め
ら
れ

し
ば
ら
く
耐
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
皆
様
へ
の
ご
挨

拶
を
さ
れ
、
場
内
で
は
貰
泣
き
の
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。
２
時
間
半
に
渡
る
「
囲
む
会
」

も
い
よ
い
よ
お
開
き
が
近
づ
き
ま
し
た
。
川
人
先
生
ご

夫
妻
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
の
校
歌
に
送
ら
れ
、
参
加

者
全
員
の
拍
手
の
下
、
退
場
さ
れ
ま
し
た
。

川
人
先
生
長
年
に
渡
り
ご
指
導
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

今
後
も
追
手
門
学
院
常
任
理
事
と
し
て
学
院
の
発
展
に

今
ま
で
の
ご
経
験
を
元
に
力
を
発
揮
し
て
頂
け
る
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

「川人公一先生を囲む会」実行委員会　越智 忠正 


